６　在宅時(休業日等)に地震が発生した場合
○公共交通機関の運行が再開され，登校の安全が確認されるまでは自宅で待機する。
○登校または待機の指示は、学校のホームページやマモルメールなどで児童生徒に知らせる。ホームページやマモルメールなどで確認できない児童生徒にいては、事前に確認し、対策を考えておく必要がある。
	教師の指示・行動
	留意事項

	
　自分で判断し、自分の命と体を自分で
　守ることの大切さを徹底しておく

学校へ参集し、児童生徒の安否確認
学校の被害状況、関係機関への連絡
をする。
○保護者・児童生徒への連絡
　・電話連絡
　・ホームページやマモルメール
　・家庭訪問
　・避難所検索
○テレビ等を利用し、情報を収集する。
○可能な範囲で、学区内の状況を直接確認し、危険箇所や被害状況を確認する。
○学校の施設を確認し、被害状況を把握する。
　・火災等発生している場合は、消防署へ連絡する。
○市教育委員会に状況を報告する。

　避難所開設時には、運営支援を行う。
○運営支援
○児童生徒の安否確認と心のケア
	○保護者がいる場合には、保護者の指示に従う。
　・頭を守る。
　・身を低くし、机等の下にもぐる。
　・タンス等、倒れやすい家具、窓ガラス等から離れる。
○保護者がいない場合
　・屋外に避難
　・近くの大人に助けを求める。
　・誰もいないときは、各家庭であらかじめ設定された場所か、近所の避難場所、もしくは、学校等に避難する。
○児童生徒との対話を通して、緊張と不安とを緩和するようにする。
○学校再開など、前向きな希望を与えるようにする。
○児童名簿、引き渡しカード等を用意しておく。
○安全が確保されたら、できるだけ早く学校へ連絡するよう指導しておく。
○避難所になることを想定させておく。
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